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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 171,877 1.9 767 △8.0 992 △6.7 1,058 122.8
26年3月期第2四半期 168,604 9.3 833 △47.9 1,063 △41.0 475 △41.4

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,588百万円 （465.6％） 26年3月期第2四半期 281百万円 （△45.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 52.40 ―
26年3月期第2四半期 23.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 118,219 33,643 28.4
26年3月期 112,753 33,140 28.2
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 33,588百万円 26年3月期 31,770百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
27年3月期 ― ―
27年3月期（予想） ― 10.00 10.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 360,000 4.1 2,600 1.4 3,000 2.8 1,700 62.6 84.23



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続は終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料 Ｐ．2 「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」 をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 20,519,212 株 26年3月期 20,519,212 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 335,553 株 26年3月期 335,274 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 20,183,789 株 26年3月期2Q 20,184,430 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１） 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策を背

景に企業の設備投資の増加や雇用情勢の改善など緩やかな回復基調が続いているものの、消費

税増税、円安の進行による原油・原材料価格の上昇、夏場の天候不順や海外での政情不安を抱

え先行きが不透明な状況で推移してまいりました。 

一方、当企業グループが主に属する流通業界におきましては、雇用環境は改善されつつあるも

のの、消費税増税に加えて原油価格・電気料金の高止まりや生活必需品の値上げもあり、実質可

処分所得の減少による不安感から消費者の節約志向が継続しており、オーバーストアなどに起因

する激しい価格競争の中で、生き残りをかけた機能充実とローコスト競争がさらに厳しくなっており

ます。 

このような環境の下、当企業グループは、連結子会社 16 社、非連結子会社１社および持分法適

用関連会社１社を含め、物流を伴う現物問屋として、安心安全な商品の安定供給に全力を尽くす

とともに、情報・物流・リテールサポート・品揃え・品質管理などの各機能を充実させた提案を行い、

関連各部門および各子会社との連携強化による総合力を活かした商流の構築と共同配送事業の

拡大に努めてまいりました。 

また、新規取引先の獲得や既存取引先でのシェアーアップに一段と努力いたしました結果、売

上高は1,718億77百万円（前年同四半期比1.9％増）となり、32億73百万円の増収となりました。 

一方、利益面におきましては、グループ一丸となって、販売益の確保ならびにローコストオペレ

ーションの追求による経費の節減に努力いたしましたが、売上総利益率の低下や物流に係る経費

などが増加したことにより、営業利益は７億67百万円（前年同四半期比8.0％減）、経常利益は９億

92百万円（前年同四半期比6.7％減）、四半期純利益は負ののれん発生益および受取補償金を特

別利益に計上していることから、10億58百万円（前年同四半期比122.8％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ54億67百万円増

加し、1,182億19百万円となりました。主な要因は、「現金及び預金」の増加額39億27百万円、「土

地」の増加額26億９百万円によるものです。負債の部においては前連結会計年度末に比べ49億

64百万円増加し、845億76百万円となりました。主な要因は、「長期借入金」の増加額45億30百万

円、「短期借入金」の増加額13億31百万円によるものです。 

また、純資産においては前連結会計年度末に比べ５億３百万円増加し、336億43百万円となりま

した。主な要因は、「利益剰余金」の増加額13億円、「その他有価証券評価差額金」の増加額５億

58百万円および「少数株主持分」の減少額13億14百万円によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年５月９日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計方針の変更） 

 「退職給付に関する会計基準」 （企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針

第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項

本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間

より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の算定方法を変更いたしま

した。 

   退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱

いに従って、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算

方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

   この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が689百万円減少し、

利益剰余金が445百万円増加しております。なお、この変更による当第２四半期連結累計期間

の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,323 13,251

受取手形及び売掛金 41,059 38,398

電子記録債権 202 488

商品及び製品 7,769 7,450

仕掛品 20 18

原材料及び貯蔵品 309 280

その他 6,722 7,003

貸倒引当金 △1,177 △1,115

流動資産合計 64,228 65,773

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,833 15,377

土地 19,586 22,196

その他（純額） 5,098 5,137

有形固定資産合計 39,517 42,710

無形固定資産

ソフトウエア 661 645

その他 211 231

無形固定資産合計 871 876

投資その他の資産

投資有価証券 6,411 7,158

その他 2,431 2,427

貸倒引当金 △706 △725

投資その他の資産合計 8,136 8,860

固定資産合計 48,525 52,446

資産合計 112,753 118,219

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 41,893 39,982

短期借入金 9,036 10,367

未払法人税等 1,128 650

賞与引当金 765 1,059

その他 11,029 12,279

流動負債合計 63,851 64,337

固定負債

長期借入金 8,660 13,190

役員退職慰労引当金 305 265

退職給付に係る負債 1,398 612

その他 5,399 6,172

固定負債合計 15,761 20,239

負債合計 79,612 84,576
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,026 1,026

資本剰余金 946 946

利益剰余金 27,227 28,528

自己株式 △344 △344

株主資本合計 28,855 30,156

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,535 3,093

退職給付に係る調整累計額 380 339

その他の包括利益累計額合計 2,915 3,432

少数株主持分 1,370 55

純資産合計 33,140 33,643

負債純資産合計 112,753 118,219
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 168,604 171,877

売上原価 155,148 158,386

売上総利益 13,456 13,492

販売費及び一般管理費 12,622 12,725

営業利益 833 767

営業外収益

受取利息 7 6

受取配当金 60 54

仕入割引 33 34

持分法による投資利益 7 －

貸倒引当金戻入額 － 42

雑収入 270 275

営業外収益合計 378 412

営業外費用

支払利息 84 100

売上割引 32 36

持分法による投資損失 － 8

雑損失 32 42

営業外費用合計 148 186

経常利益 1,063 992

特別利益

固定資産売却益 2 5

投資有価証券売却益 307 33

負ののれん発生益 － 509

受取補償金 － 305

国庫補助金 49 －

特別利益合計 358 851

特別損失

固定資産除売却損 22 105

固定資産圧縮損 49 －

投資有価証券評価損 22 50

関係会社株式評価損 10 －

特別損失合計 104 154

税金等調整前四半期純利益 1,318 1,689

法人税、住民税及び事業税 1,004 662

法人税等調整額 △183 △44

法人税等合計 822 618

少数株主損益調整前四半期純利益 496 1,071

少数株主利益 22 13

四半期純利益 475 1,058
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 496 1,071

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △218 556

退職給付に係る調整額 － △41

持分法適用会社に対する持分相当額 2 2

その他の包括利益合計 △216 517

四半期包括利益 281 1,588

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 259 1,575

少数株主に係る四半期包括利益 22 13
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第２四半期連結累計期間の期首より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、期首の利益剰余金の額が445百万円増加しております。 
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